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た場合について, 得られる繊維の物理的性質, 構造の撤密度などを詳細に検討している｡ すなわちSO3Na
基の含有量によって未延伸, 風乾糸のミクロボイド量が顕著に変化すること, 延伸アクリル繊維の分子配







第 2 および3 章はアクリル重合体と酢酸セルロースの湿式混合紡糸時の凝固剤の影響を論じたものであ
る｡ たとえばアクリル重合体の有機溶剤溶液は n- ブタノール中に紡出すると非常に透明, 赦密な繊維を
与えるが, 酢酸セルロースの混合率の増加とともにミクロボイドの多い不均質なものとなる｡ このことは
n- ブタノールの凝固力が酢酸セルロースに対しあまりに小さく, ポリアクリロニトリルとの沈殿性の差が
大きすぎるためと考えられ, 紡糸浴として溶剤 (ジメチルスルホキシド) 水溶液を用い, SO3Na基をも
つアクリル重合体と酢酸セルロースとの混合紡糸を行なうと, 両者の沈殿性に適当なバランスを与えるこ
とができ, 紡糸繊維はミクロボイドの比較的少ない, 構造の撤密なものが得られることを認めている｡ し



























く, ミクロボイドと呼ばれるこの微細な空洞が織経の光沢, 透明度を失なわせ, 失透といわれる欠点を生
じやすい｡
また, 合成繊維の改質の一手段として異種高分子の混合によりその日的を達成しようとする考え方は古
くからあるが, 一般に異種高分子は非相溶であり, 混合に際しマクロ相分離を生じるのが普通であり, こ
の混合状態の制御均斉化を如何に行うかが, より基本的に重大な課題である｡










によって, 親水性基を導入し, 重合体を水に対し安定化することが, ミクロボイドの発生抑止に有効と
考え, これらを実験的に確かめている｡ すなわち, 非電離性親水性基 (CONH2基), 弱電離性親水性基
(COOH 基), 強電離性親水性基 (COONaおよび SO3Na基) の添加の順に沈殿構造の敵密化, ミクロ
ボイドの発生抑止効果が顕著であり, 特に SO3Na基の導入は実用上も極めて有意義であることを結論し
ている｡








なお定量性に欠 く点はあっても, 本研究が世に先がけ実施された時点を考慮すれば, 極めて注目されるべ
き成果と考えられる｡
以上本論文はアクリル系重合体およびその酢酸セルロースとの混合系の湿式紡糸に際し発生する不均質
構造の抑制に関する研究成果を取 りまとめたもので, 学術上のみならず技術的にも寄与するところが少な
くない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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